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(57)【要約】
【課題】冷却性の良い給水ユニットを提供する。
【解決手段】本発明の一形態にかかる給水ユニットは、
底部、及び前記底部の外周で上方に延びる周壁部、を有
し上側に開口する箱状の第１ベースと、前記第１ベース
の前記底部上に配されるポンプ部と、前記ポンプ部の上
方を覆うカバーと、を備える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底部、及び前記底部の外周で上方に延びる周壁部、を有し上側に開口する箱状の第１ベ
ースと、
　前記第１ベースの前記底部上に配されるポンプ部と、
　前記ポンプ部の上方を覆うカバーと、を備えることを特徴とする給水ユニット。
【請求項２】
　前記底部上に支持され、その上面に前記ポンプ部を支持する第２ベースを備え、
　前記第２ベースと前記第１ベースの前記底部との間に、隙間が形成されることを特徴と
する請求項１に記載の給水ユニット。
【請求項３】
　前記第２ベースは、防振部材を介して前記第１ベースに支持されることを特徴とする請
求項２記載の給水ユニット。
【請求項４】
　前記ポンプ部は、インペラ、モータ、及び金属材料で構成され前記第２ベース上に支持
されるポンプケーシングを備え、
　樹脂材で構成され前記第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の一次側に配さ
れる吸込管と、
　樹脂材で構成され前記第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の二次側に配さ
れる吐出管と、を備え、
　前記第１ベースは、樹脂材料で構成され、前記第２ベースを支持する座部を一体に有し
、
　前記第２ベースは、樹脂材料で構成され、前記座部に支持される受け部と、前記吸込管
、前記吐出管、及びポンプケーシングの少なくともいずれかを支持する支持部と、を一体
に有する、ことを特徴とする請求項２または３記載の給水ユニット。
【請求項５】
　前記吸込管、前記吐出管、及び前記ポンプケーシングの少なくともいずれかは、前記支
持部に係合する係合部を一体に備える、ことを特徴とする請求項４記載の給水ユニット。
【請求項６】
　前記カバーは、樹脂材料で構成され、傾斜または湾曲する側壁と、前記第１ベースの前
記周壁部に重なる下縁部と、を有し、下側が開口する箱状に構成されることを特徴とする
請求項１記載の給水ユニット。
【請求項７】
　前記ポンプ部と前記吐出管との間に、自吸部が設けられ、
　前記自吸部は、
　金属材料で前記ポンプケーシングと一体に構成され、前記第２ベースに係合する係合部
を一体に有する下部自吸ケース、及び前記下部自吸ケース内の空間を仕切る下部気液分離
板、を備える下部自吸ユニットと、
　樹脂材料で構成され前記下部自吸ケース上に組付けられる上部自吸ケース、及び前記上
部自吸ケース内の空間を仕切り、前記下部気液分離板上に連続して配される上部気液分離
板、を備える上部自吸ユニットと、
を備えることを特徴とする請求項４記載の給水ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポンプを備える給水ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　井戸水揚水等に使用される給水ユニットにおいて、ケーシングがベース上に支持される
とともに、ベース上のケーシング、インペラ及びモータを備えるポンプ部を、覆うカバー
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が設けられる構成が知られている。ベースとして、中央に配されるポンプ支持面の外周が
下方に延びるいわゆる凸型のベースが用いられている。例えば、ベースのポンプ支持面上
に、インペラを収容するケーシングが、ゴム等の弾性部材を介して締結される（例えば、
特許文献１参照）。ケーシングは、例えば鋳造品で構成され、吸込部及び吐出部を有する
とともに内部にインペラを収容可能な形状に構成される。カバーの下端縁部分はベースの
外周部に締結される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２４８９０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、いわゆる凸型のベース上にケーシングを取付ける構造の給水ユニットで
は、ケーシングの下に空気の流通路が確保できずにポンプ部の周囲の空気の流れが悪くな
るため、冷却性が悪い。
【０００５】
　そこで本発明は、冷却性の良い給水ユニットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一形態にかかる給水ユニットは、底部、及び前記底部の外周で上方に延びる周
壁部、を有し上側に開口する箱状の第１ベースと、前記第１ベースの前記底部上に配され
るポンプ部と、前記ポンプ部の上方を覆うカバーと、を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、冷却性の良い給水ユニットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態にかかる給水ユニットの斜視図。
【図２】同給水ユニットの構成を一部断面で示す側面図。
【図３】同給水ユニットの構成を一部断面で示す正面図。
【図４】同給水ユニットの構成を一部断面で示す平面図。
【図５】同給水ユニットの構成を示す断面図。
【図６】同給水ユニットのベース部の構成を示す斜視図。
【図７】同ベース部の第１ベースの構成を示す斜視図。
【図８】同ベース部の第２ベースの構成を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態にかかる給水ユニット１について、図１乃至図７を参照して
説明する。図１は本実施形態に係る給水ユニット１の外観構成を示す斜視図である。図２
及び図３は、給水ユニット１の構成を一部断面で示す側面図であり、図４は平面図、図５
は断面図である。図６、図７及び図８はそれぞれ、ベース部１０、第１ベース、及び第２
ベースの斜視図である。
【００１０】
　図１乃至図４に示すように、給水ユニット１は、ベース部１０と、ベース部１０上に支
持されるポンプ部２０と、ポンプ部２０の吐出管４３に設けられる停止時圧力保持用のア
キュムレータ５１と、ベース部１０上に設けられた電装部５２と、これらベース部１０上
の構成品を覆うカバー６０と、を備える。
【００１１】
　ポンプ部２０は、例えばカスケードポンプ（渦流ポンプ）であり、ベース部１０上に設
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けられポンプケーシング２１と下部自吸ユニットの下部自吸ケース３１ａとを一体に有す
るケーシング２２、ポンプケーシング２１上に配されるケーシングカバー２３、ケーシン
グカバー２３上に配されるモータ２４、モータ２４に接続されるとともにポンプケーシン
グ２１内に配されるインペラ２５、ケーシング２２の一部である下部自吸ケース３１ａを
備える自吸部３０、自吸部３０上に設けられたセンサ装置３５、ケーシング２２の一次側
に接続される吸込管４１、ケーシング２２の二次側に設けられる連結曲管４２、及び連結
曲管４２の二次側に接続される吐出管４３、を備える。
【００１２】
　図１乃至図６に示すように、ベース部１０は、上側に開口した箱状の第１ベース１１と
、第１ベース１１上に支持されるプレート状の第２ベース１２と、を備える。
【００１３】
　第１ベース１１は、例えば樹脂材料で構成され、樹脂成型により中央部分が下方に凹む
いわゆる凹形状に形成される。第１ベース１１は、底壁部１１ａ（底部）と、底壁部１１
ａの外周縁が上方に湾曲して延びる周壁部１１ｂと、を一体に有する。
【００１４】
　底壁部１１ａは、４隅が湾曲した矩形状に構成されている。底壁部１１ａの外周縁は緩
やかに湾曲する曲面を形成して周壁部１１ｂに連続している。底壁部１１ａは、下方に突
出する複数の脚部１１ｃと、上方に立設されたリブ１１ｄと、上方に突出する複数の座部
１１ｅと、上方に突出する複数の段差部１１ｆと、アンカーボルトが挿入される一対のボ
ルト孔部１１ｈと、電装部５２が固定される一対の締結孔部１１ｉと、を一体に有してい
る。
【００１５】
　複数の脚部１１ｃは、底壁部１１ａにおける所定の４カ所にそれぞれ配置されている。
各脚部１１ｃは、底壁部１１ａの一部が下方に突出する円筒状に構成され、その下端面が
設置面に支持される。脚部１１ｃにはドレン穴となるスリット状の開口が形成されている
。
【００１６】
　リブ１１ｄは、底壁部１１ａの上面から上方に立設される壁状部材であり、複数方向に
沿って複数本形成されている。
【００１７】
　複数の座部１１ｅは、それぞれ、底壁部１１ａの一部が上方に突出形成されている。座
部１１ｅは下側が開口する円筒状に構成されている。座部１１ｅの上面はリブ１１ｄの上
端よりも上方に位置している。座部１１ｅの上壁の中央には、第２ベース１２との締結用
の締結部材５０ａがねじ込まれる貫通孔１１ｇが形成されている。
【００１８】
　段差部１１ｆは幅方向両端の所定位置において底壁部１１ａの一部が上に位置し、その
下側に、底壁部１１ａよりも上方に凹む空間を形成している。段差部１１ｆはポンプを運
搬する際に手掛け部となる。
【００１９】
　また、底壁部１１ａの中心部を基準として対向する２カ所に、アンカーボルトが締結さ
れる一対のボルト孔部１１ｈがそれぞれ形成されている。また、一方の段差部１１ｆ上に
は、電装部５２を締結する締結部材が挿入される一対の締結孔部１１ｉが形成されている
。
【００２０】
　周壁部１１ｂは、底壁部１１ａの周縁が湾曲して上方に延びる壁状部材であって、その
上端縁は、座部１１ｅの座面及びリブ１１ｄの上端よりも上方に至っている。周壁部１１
ｂと底壁部１１ａとによって上側が開口し、内部に空間が形成される。当該空間に第２ベ
ース１２が配される。さらに、周壁部１１ｂにおいて、対向する２カ所には、カバー６０
締結用の締結部材５０ｃがねじ込まれる貫通孔を有する締結構造部１１ｊが一体に形成さ
れている。
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【００２１】
　第２ベース１２は、例えば樹脂材料から構成されている。第２ベースは、射出成形によ
り形成されるプレート状部材であって、第１ベース１１の底壁部１１ａの座部１１ｅ上に
支持されている。第２ベース１２は、射出成形により、複数の受け部１２ａと、複数の支
持部１２ｂと、複数の台座部１２ｃと、円形状の収容部１２ｄと、が一体に設けられる。
　第２ベース１２は、複数の座部１１ｅを含む領域に対応し、第１ベース１１の底壁部１
１ａよりも小さい、形状に構成されている。したがって、第２ベース１２と第１ベース１
１及びカバー６０との間に隙間が形成されることで、第２ベース１２の外周を通って、第
２ベース１２の上側の空間と第２ベース１２の下側の空間とが、連通する。
【００２２】
　複数の受け部１２ａは、第２ベース１２の所定箇所において円形状の壁が下方に延びて
構成され、下側開口の円筒状を成す。受け部１２ａは締結部材５０ａが挿入される貫通孔
１２ｅを有する。第２ベース１２の受け部１２ａ内に、第１ベース１１の座部１１ｅ上に
保持された防振部材１３の上部が配置されることで、第２ベース１２が第１ベース１１の
リブ１１ｄよりも上位に、防振部材１３を介して支持される。このとき、第２ベース１２
と第１ベース１１との間に空間が形成される。
【００２３】
　複数の支持部１２ｂは、吸込管４１、吐出管４３から下方に延びる位置決め突起４１ａ
，４３ａに対向する箇所にそれぞれ設けられている。各支持部１２ｂは、上方に突出する
円形のリブ状に構成され、その中央に位置決め突起４１ａ，４３ａを挿入する挿入孔１２
ｆが形成されている。
【００２４】
　複数の台座部１２ｃは、第２ベース１２の一部が上方に突出して、下側が開口する筒状
に構成されている。各台座部１２ｃは後述する係合片４１ｂ、４３ｂ、２１ｂ、３１ｃに
対向する位置に、それぞれ設けられている。各台座部１２ｃの上面部には、締結部材５０
ｂがねじ込まれる貫通孔１２ｇが、形成されている。なお、本実施形態において、一の台
座部１２ｃには２つの貫通孔１２ｇが並んで形成されている。この１つの台座部１２ｃ上
の２つの貫通孔１２ｇに、吐出管４３の係合片４３ｂ、とケーシング２２の下部自吸ケー
ス３１ａに設けられた係合片３１ｃとが、それぞれ締結される。
【００２５】
　収容部１２ｄは上方に突出するリブ状の壁が円形状に配されて構成されている。収容部
１２ｄに、ポンプケーシング２１のライナー部２１ａが配置される。
【００２６】
　第２ベース１２上の支持部１２ｂ及び台座部１２ｃに、吸込管４１、吐出管４３、ケー
シング２２が、それぞれ締結部材５０ｂにより締結される。
【００２７】
　防振部材１３は、ゴム等の弾性変形可能な材料で構成され、締結部材５０ａが挿入可能
な貫通孔１３ａを有する筒状に構成されている。防振部材１３は低反発性の防振ゴムで構
成され、概ね硬度が４０～５０の天然ゴム製としている。防振部材１３は、座部１１ｅ上
に配されその上部が受け部１２ａ内に配される大径の大筒部と、座部１１ｅの締結孔１１
ｇ内または受け部１２ａの貫通孔１２ｅ内に挿入される小筒部と、を軸方向に連続して一
体に有する。防振部材１３は第１ベース１１と第２ベースとの間に介在し、振動の伝達を
抑制する。
【００２８】
　ケーシング２２は、例えば金属材料から鋳造などにより形成され、ポンプケーシング２
１と、下部自吸ケース３１ａと、ポンプケーシング２１内と下部自吸ケース３１ａ内を連
通する通路部３３ａ、３３ｂと、を一体に備える。
【００２９】
　ポンプケーシング２１は、ライナー部２１ａを一体に備え、内部にインペラ２５が収容
可能に構成されている。ポンプケーシング２１は吸込口２６及び吐出口２７を有し、吸込
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口２６からインペラ２５が収容されるポンプ室を通って吐出口２７に至る所定の流路を形
成する。
【００３０】
　ポンプケーシング２１の所定箇所には、側方に延びるプレート状の係合片２１ｂが一体
に形成されている。係合片２１ｂは締結部材５０ｂが挿入される貫通孔２１ｃを有する。
【００３１】
　またポンプケーシング２１の側壁には還流孔部２８が形成されている。ポンプケーシン
グ２１のライナー部２１ａと第２ベース１２の収容部１２ｄとの間には吸音部材７１が挿
入されている。
【００３２】
　吸込口２６は吸込管４１に接続されている。吐出口２７は自吸部３０、及び連結曲管４
２を介して、吐出管４３に接続される。還流孔部２８は第２自吸室３０ｂに連通している
。
【００３３】
　自吸部３０は、一部がケーシング２２に一体に構成される下部自吸ユニット３１と、上
部自吸ユニット３２とを備える。
【００３４】
　下部自吸ユニット３１は、金属材料から、上部開口を有する箱形状であってケーシング
２２の一部を構成する下部自吸ケース３１ａと、下部自吸室内の下部空間を仕切る下部気
液分離板３１ｂと、を一体に備える。
【００３５】
　また、下部自吸ケース３１ａの所定箇所には、側方に延びるプレート状の係合片３１ｃ
が一体に形成されている。係合片２２ｃは締結部材５０ｂが挿入される貫通孔３１ｄを有
する。
【００３６】
　上部自吸ユニット３２は、下部自吸ユニット３１の上部開口にパッキン２９を介して締
結される。上部自吸ユニット３２は、樹脂材料で構成された下部側に開口する箱形状の上
部自吸ケース３２ａと、上部自吸ケース３２ａに装着され自吸室内の上部空間を仕切る上
部気液分離板３２ｂと、を備える。上部自吸ケース３２ａの内壁には、上部気液分離板３
２ｂの両端縁を保持するための一対の溝が形成されている。
【００３７】
　上部気液分離板３２ｂはパッキン２９を介して下部気液分離板３１ｂの上に連続して配
置されている。上部自吸ケース３２ａの上壁部には、プラグが装着される呼び水孔３２ｃ
が形成されている。また上部自吸ケース３２ａの上壁部には、センサ装置３５を取付ける
開口部３２ｄが形成されている。
【００３８】
　センサ装置３５は、上部自吸ケース３２ａに設けられた基部３６と、基部３６に設けら
れた圧力センサ３７と、基部３６に設けられた流量センサ３８と、センサカバー３９と、
を備えている。
【００３９】
　センサ装置３５は、基部３６に、圧力センサ３７、流量センサ３８が一体に組み付けら
れている。センサカバー３９は、下側に開口するカップ状に構成されている。センサカバ
ー３９は、圧力センサ３７及び流量センサ３８の上方を覆うとともに、その端縁部分が上
部自吸ケース３２ａの開口部の周縁に組付けられる。
【００４０】
　自吸部３０内には、上下に連続する気液分離板３１ｂ，３２ｂによって、上部が連通す
る第１自吸室３０ａ及び第２自吸室３０ｂが形成される。第１自吸室３０ａは通路部３３
ａを介してポンプケーシング２１の吐出口２７に連通し、第２自吸室３０ｂは通路部３３
ｂを介してポンプケーシング２１の還流孔部２８に連通している。また上部自吸ケース３
２ａの第２自吸室３０ｂの側壁には連結曲管４２が接続されている。
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【００４１】
　吸込管４１は、所定の第１方向に沿って例えば水平に延びる管状部材であって、その一
端がポンプケーシング２１の吸込口２６に接続されている。吸込管４１の他端側には吸込
側フランジ４４が接続されている。吸込側フランジ４４はカバー６０外に導出され、水源
に接続される。
【００４２】
　吸込管４１の所定箇所には、下方に突出する係合部としての位置決め突起４１ａが一体
に形成されている。位置決め突起４１ａは、例えばフランジ部の直下に形成されている。
この位置決め突起４１ａがベース部の第２ベース１２の支持部１２ｂの挿入孔１２ｆに挿
入されることで、吸込管４１が第２ベース１２に位置決め及び支持される。
【００４３】
　また、吸込管４１の中途部の所定箇所には、側方に延出する係合片４１ｂが一体に設け
られている。係合片４１ｂには締結部材５０ｂが挿入される貫通孔４１ｃが形成されてい
る。係合片４１ｂは台座部１２ｃ上に載置され締結部材５０ｂによって第２ベース１２に
固定される。
【００４４】
　連結曲管４２は、９０度屈曲する管状部材であって、その一端が上部自吸ユニット３２
に接続され、その他端が吐出管４３に接続されている。すなわち連結曲管４２は、上部自
吸ケース３２ａの側壁から側方に導出され、下方に屈曲して吐出管４３内に至る、所定の
流路を形成する。
【００４５】
　吐出管４３は、吸込管４１と並列に配置される管状部材であって、その一端に吐出側フ
ランジ４５が接続されている。吐出側フランジ４５は、カバー６０外に導出され、供給先
の配管に接続される。
【００４６】
　吐出管４３の所定箇所には、下方に突出する係合部としての位置決め突起４３ａが複数
、一体に形成されている。位置決め突起４３ａは例えばフランジ部分の直下及びアキュム
レータ５１の直下の位置に、それぞれ設けられている。この位置決め突起４３ａはベース
部１０の第２ベース１２の支持部１２ｂの挿入孔１２ｆに、挿入され、保持される。
【００４７】
　また、吐出管４３の中途部の所定箇所には、外面から側方に延出するプレート状の係合
片４３ｂが一体に設けられている。係合片４３ｂには締結部材５０ｂが挿入される貫通孔
４３ｄが形成されている。係合片４３ｂは台座部１２ｃ上に載置され締結部材５０ｂによ
って第２ベース１２に固定される。
【００４８】
　吐出管４３の他端側の上部にはアキュムレータ５１が取付けられる取付部４３ｅが形成
されている。
【００４９】
　アキュムレータ５１は、吐出管４３の上部に設けられた取付部４３ｅに設けられている
。
【００５０】
　電装部５２は、制御部と、ポンプ部２０に接続されたインバータと、各種情報を記憶す
る記憶部としての記憶装置と、を備える。制御部は、センサ装置３５で検出した圧力・流
量・水温データや予め記憶装置に記憶された各種プログラムに従って、ポンプ部２０の動
作を制御する。
【００５１】
　カバー６０は、樹脂材料で構成され、樹脂成形によって、下部開口を有する箱形状に構
成され、角部が曲面で連続する。カバー６０は、左右一対の側壁６０ａと、後側壁６０ｂ
と、上壁６０ｃと、前側壁６０ｄと、を備える。側壁６０ａ、６０ｂ，６０ｃは、周壁部
１１ｂと面一であり、周壁部１１ｂに連続する平面を形成している。カバー６０の下部開
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口の開口縁を構成する下縁部６０ｅの前部には、吸込側フランジ４４及び吐出側フランジ
４５の管状部が配される一対の切欠き部６０ｆが形成されている。
【００５２】
　下縁部６０ｅは、第１ベース１１の周壁部１１ｂの上端に突き当てられ、下縁部６０ｅ
の内面が第１ベースの合わせ面に重ねて配置され、締結部材５０ｃによって締結される。
カバー６０の前壁６０ｄはその上部が後方に向けて傾く斜面部６０ｇを有している。この
斜面部６０ｇの内面で空気の流れを促し、冷却効果を向上できる。
【００５３】
　また、カバー６０の上壁６０ｃの内側であってモータ２４の上面及びモータ２４の前後
に対向する位置には吸音部材７０を位置決めするためのフィン６０ｊが設けられている。
【００５４】
　カバー６０の内面であって、モータ２４の上面及びモータ２４の前後に対向する位置に
、吸音部材７０が設けられている。吸音部材７０は吸音性の高い材料で構成され、例えば
カバー６０の内面に貼り付けられる。
【００５５】
　なお、第１ベース１１，第２ベース１２，及びカバー６０、は製造コストが廉価で、軽
量であり耐腐食性に優れ、紫外線劣化しにくい樹脂材料により構成される。
【００５６】
　給水ユニット１の組み付け手順として、まず、第１ベース１１上の座部１１ｅに、防振
部材１３を装着し、第１ベース１１の座部１１ｅが第２ベース１２の受け部１２ａに配さ
れるように、第２ベース１２を組付ける。そして、座部１１ｅと受け部１２ａとを締結部
材５０ａで締結する。この際、防振部材１３を過度に圧縮して振動伝達率を悪化させない
よう、締結部材５０ａの締め付けトルクを管理している。
【００５７】
　次に、吸込側フランジ４４が接続された吸込管４１を、ポンプケーシング２１の吸込口
２６に向けて水平方向に挿入し、接続する。なお吸込口２７と吸込管４１の接続部にはＯ
リングなどのシール材が設けられ、液密に接続される。
　さらに、ポンプケーシング２１と下部自吸ケース３１ａとを一体に備えるケーシング２
２を、第２ベース１２上に載置し、台座部１２ｃ上に係合片２１ｂ、３１ｃを配する。そ
して、係合片４１ｂを台座部１２ｃ上に配置するとともに、吸込管４１の位置決め突起４
１ａを挿入孔１２ｆに挿入する。
【００５８】
　また、吐出側フランジ４５が接続された吐出管４３を第２ベース１２上の所定位置に搭
載する。このとき吐出管４３の位置決め突起４３ａを挿入孔１２ｆに位置決めするととも
に、係合片４３ｂを台座部１２ｃ上に配置する。
【００５９】
　そして、複数の係合片４１ｂ，４２ｂ，２１ｂ、３１ｃを、第２ベース１２上に、締結
部材５０ｂで締結する。
【００６０】
　センサ装置３５を一体に備える上部自吸ケース３２ａの内壁に形成された溝部に、上部
気液分離板３２ｂの端縁を挿入する。
【００６１】
　この後、上部自吸ケース３２ａを、下部自吸ケース３１ａ上にパッキン２９を介して締
結する。このとき、上下の気液分離板３１ｂ，３２ｂがパッキン２９を介して連続する。
【００６２】
　また、ケーシングカバー２３にモータ２４を取付けたものをポンプケーシング２１上に
装着し、締結する。
【００６３】
　一方、上部自吸ケース３２ａの側壁の開口と吐出管４３の開口に、連結曲管４２の両端
を接続する。さらに、吐出管４３に形成された取付部４３ｅに、アキュムレータ５１を設
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置する。その後、締結孔部１１ｉに電装部５２を締結する。なお連結曲管４２と吐出管４
３や自吸部３０との接続部にはＯリングなどのシール材が設けられ、液密に接続される。
【００６４】
　構成部品の搭載後に、ベース部１０の上方から、吸音部材７０が設けられたカバー６０
を被せ、カバー６０の下縁部６０ｅを第１ベース１１の周壁部１１ｂの上端縁に嵌合させ
、締結部材５０ｃで締結する。
【００６５】
　以上の様に構成された給水ユニット１は、電装部５２の制御部の制御により、モータ２
４の回転子が回転すると、モータ２４の回転軸に取付けられたインペラ２５が、所定の回
転速度で回転する。インペラ２５の回転によって、ポンプ部２０は、ポンプケーシング２
１の吸込口２６から、流体を吸い込む。流体は水源から吸込側フランジ４４、及び吸込管
４１を通って、ポンプ部２０の吸込口２６から流入し、増圧され、吐出口２７から自吸部
３０に送られる。流体は、自吸部３０から、連結曲管４２及び吐出管４３を通って吐出側
フランジ４５から供給先へ送られる。
【００６６】
　本実施形態にかかる給水ユニット１によれば、上部開口を有する箱状のいわゆる凹型の
第１ベース１１を用いることにより、大型化することなく、凸型のベースと比べてカバー
６０と第１ベース１１とで囲まれる空間の容積を大きくとることができる。また、給水ユ
ニット１において、第１ベース１１とケーシング２２間に隙間を形成することで、ポンプ
部２０の周りに空気の通路を形成し、冷却性能をより向上できる。
【００６７】
　すなわち、第１ベース１１を凹型とすることで、吸込側フランジ４４及び吐出側フラン
ジ４５の地上高さを高くすることなく、また給水ユニット１の全高を高くすることなく、
第１ベース１１とカバー６０により区画される給水ユニット１の内部容積を、下部側にお
いて増大している。
【００６８】
　このため、モータ２４に設けられるファンが、冷たい井戸水が流れるケーシング２２に
よって冷却された下部の冷気を吸引することになり、モータフレームを強制空冷すること
が可能となる。そして、暖気となった排気流は再び給水ユニット１の下部の隙間に流れる
ことで、ケーシング２２により冷却される。
【００６９】
　また、例えば凸型のベースの周縁で接地させる場合、不整地や薄肉の樹脂製受水槽に設
置された場合に、接地されない稜線が振動して異常音を発生する等の不具合が生じるが、
本実施形態にかかる給水ユニット１は、複数の脚部１１ｃで複数点での接地としたことに
より、安定性が良い。また、脚部１１ｃにドレン穴となるスリット状の開口を備える構成
としたことにより、雨水や結露水を排水することが可能である。　
　さらには、第１ベース１１に段差部１１ｆを備える構成により、手掛け部としての機能
を持たせることができるとともに強度を向上することができる。
【００７０】
　また、上開口の箱状のベース部１０と下開口の箱状のカバー６０の開口縁部分を合わせ
て内部にポンプ部２０を収容する構成としたことにより、外観性の良いコンパクトな構成
とすることができる。　
　さらに、カバー６０の前側、すなわち吸込側フランジ４４及び吐出側フランジ４５が配
される側が、上部後方に傾く構成としため、前方への排気流の循環を促進できる。
また、一般的にいわゆる凸型のベースにカバーを組付けた構成ではポンプの振動がベース
からカバーに伝わり振動を増幅することから、防振性や防音性が低下するが、本実施形態
においては第１ベース１１及び第２ベース１２が防振部材１３を介して接続されることで
振動の伝達を抑制し、防音性及び防振性を高めることができる。　
　すなわち、ポンプ部２０の振動が第２ベース１２に伝播しても、第２ベース１２が第１
ベース１１とカバー６０により覆われているため、第２ベース１２が発生する騒音は給水
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ユニット１の外部に漏れるのを防止できる。　
　また第２ベース１２は金属に比べて剛性の低い樹脂材料で構成されているため、ポンプ
部２０と第２ベース１２との締結点により伝播した振動は、第１ベース１１と第２ベース
１２との締結点において相当量減衰する。また、第１ベース１１と第２ベース１２の間に
防振部材１３を介在させたことにより、第１ベース１１への振動伝達が抑制され、第１ベ
ース１１の騒音を低減できる。また、第１ベース１１からカバー６０への振動の伝達も抑
制できる。
【００７１】
　また、ケーシング２２のライナー部２１ａと第２ベース１２の収容部１２ｄとの間に吸
音材を配置したことにより、振動の大きいライナー部２１ａから発生する騒音を効率よく
直近で吸音することができる。
【００７２】
　第２ベース１２に、吸込管４１及び吐出管４３の位置決め突起４１ａ，４３ａを挿入し
て位置決めすることが可能であり、またこれらの部品及び下部自吸ユニット３１に係合片
４１ｂ、４３ｂ、２１ｂ、３１ｃを設け、第２ベース上の台座部１２ｃに締結する構成と
したため、組付け性が良い。したがって、ベース部１０、吸込管４１、吐出管４３、連結
曲管４２、自吸部３０、及びカバー６０といった多くの部品を樹脂製として高い止水性を
確保することができ、例えばこれらの部品をステンレス製とした構成に比べ、軽量化及び
製造コストの低減が可能となる。
【００７３】
　なお、本発明は上記各実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。
【００７４】
　上記実施形態においては、第１ベース１１に第２ベース１２を設け、第２ベース１２上
にケーシング２２が支持される構成を示したが、これに限られるものではなく、第２ベー
ス１２を省略してもよい。例えば第１ベース１１の座部１１上にケーシング２２を組付け
ることも可能である。この場合にもケーシング２２の下部に第１ベース１１の底壁部１１
ａとの間に隙間が形成されることで、高い冷却性能を確保できる。またこの場合にも第１
ベース１１とケーシング２２との間に防振部材を介在させることで高い防音及び防振性能
を確保できる。
【００７５】
　また、上記実施形態においてはカバー６０の一の側壁が傾斜面を有する構成を示したが
、これに限られるものではなく、例えばいずれかの側壁が湾曲して曲面を構成してもよい
。この場合にも第２ベース１２の下部の低温の空気がモータのファンに流れるような対流
を生じることで、上記実施形態と同様の効果を得られる。　
　さらに、上記実施形態においては第１ベース及びカバー６０のコーナー部分が曲面であ
る場合を例示したが、これに限られるものではなく角Ｒのない箱形状としてもよい。
【００７６】
　例えば、上記実施形態においては、ポンプケーシング２１と吸込管４１が分離された構
成を示したが、これに限られるものではなく、例えばポンプケーシング２１と吸込管４１
を一体とする構成であってもよい。この場合、吸込口径が大きく吸込口２７と吸込管４１
の接続部の設計が困難な機種であっても対応可能という効果が得られる。
【００７７】
　さらに、上記実施形態の構成要件のうち一部を省略しても本発明を実現可能である。
【符号の説明】
【００７８】
１…給水ユニット、１０…ベース部、１１…第１ベース、１１ａ…底壁部（底部）、１１
ｂ…周壁部、１１ｃ…脚部、１１ｄ…リブ、１１ｅ…座部、１１ｆ…段差部、１１ｇ…孔
部、１２…第２ベース、１２ａ…受け部、１２ｂ…支持部、１２ｃ…台座部、１２ｄ…収
容部、１２ｅ…貫通孔、１２ｆ…挿入孔、１２ｇ…貫通孔、１３…防振部材、２０…ポン



(11) JP 2017-172376 A 2017.9.28

10

プ部、２１…ポンプケーシング、２１ａ…ライナー部、２１ｂ…係合片、２２…ケーシン
グ、２３…ケーシングカバー、２４…モータ、２５…インペラ、２６…吸込口、２７…吐
出口、２８…還流孔部、２９…パッキン、３０…自吸部、３０ａ…第１自吸室、３０ｂ…
第２自吸室、３１…下部自吸ユニット、３１ａ…下部自吸ケース、３１ｂ…下部気液分離
板、３１ｃ…係合片、３１ｄ…貫通孔、３２…上部自吸ユニット、３２ａ…上部自吸ケー
ス、３２ｂ…上部気液分離板、３５…センサ装置、４１…吸込管、４１ａ…位置決め突起
、４１ｂ…係合片、４１ｃ…貫通孔、４２…連結曲管、４３…吐出管、４３ａ…位置決め
突起、４３ｂ…係合片、４３ｄ…貫通孔、４３ｅ…取付部、４４…吸込側フランジ、４５
…吐出側フランジ、５０ａ、５０ｂ、５０ｃ…締結部材、５１…アキュムレータ、５２…
電装部、６０…カバー、６０ｄ…前側壁（側壁）、６０ｅ…下縁部、６０ｆ…切欠き部、
６０ｇ…斜面部、７０、７１…吸音部材。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月27日(2017.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底部、及び前記底部の外周で上方に延びる周壁部、を有し上側に開口する箱状の第１ベ
ースと、
　前記底部上に支持され、その上面にポンプ部を支持する第２ベースと、
　インペラ、モータ、及び金属材料で構成され前記第２ベース上に支持されるポンプケー
シング、を備えるポンプ部と、
　樹脂材で構成され前記第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の一次側に配さ
れる吸込管と、
　樹脂材で構成され前記第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の二次側に配さ
れる吐出管と、
　前記ポンプ部の上方を覆うカバーと、
を備え、
　前記第１ベースは、樹脂材料で構成され、前記第２ベースを支持する座部を一体に有し
、
　前記第２ベースと前記第１ベースの前記底部との間に、隙間が形成され、
　前記第２ベースは、樹脂材料で構成され、前記座部に支持される受け部と、前記吸込管
、前記吐出管、及びポンプケーシングの少なくともいずれかを支持する支持部と、を一体
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に有するとともに、防振部材を介して前記第１ベースに支持されることを特徴とする給水
ユニット。
【請求項２】
　前記吸込管、前記吐出管、及び前記ポンプケーシングの少なくともいずれかは、前記支
持部に係合する係合部を一体に備える、ことを特徴とする請求項１記載の給水ユニット。
【請求項３】
　前記カバーは、樹脂材料で構成され、傾斜または湾曲する側壁と、前記第１ベースの前
記周壁部に重なる下縁部と、を有し、下側が開口する箱状に構成されることを特徴とする
請求項１記載の給水ユニット。
【請求項４】
　前記ポンプ部と前記吐出管との間に、自吸部が設けられ、
　前記自吸部は、
　金属材料で前記ポンプケーシングと一体に構成され、前記第２ベースに係合する係合部
を一体に有する下部自吸ケース、及び前記下部自吸ケース内の空間を仕切る下部気液分離
板、を備える下部自吸ユニットと、
　樹脂材料で構成され前記下部自吸ケース上に組付けられる上部自吸ケース、及び前記上
部自吸ケース内の空間を仕切り、前記下部気液分離板上に連続して配される上部気液分離
板、を備える上部自吸ユニットと、を備えることを特徴とする請求項１記載の給水ユニッ
ト。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一形態にかかる給水ユニットは、底部、及び前記底部の外周で上方に延びる周
壁部、を有し上側に開口する箱状の第１ベースと、前記底部上に支持され、その上面に前
記ポンプ部を支持する第２ベースと、インペラ、モータ、及び金属材料で構成され前記第
２ベース上に支持されるポンプケーシング、を備えるポンプ部と、樹脂材で構成され前記
第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の一次側に配される吸込管と、樹脂材で
構成され前記第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の二次側に配される吐出管
と、前記ポンプ部の上方を覆うカバーと、を備え、前記第１ベースは、樹脂材料で構成さ
れ、前記第２ベースを支持する座部を一体に有し、前記第２ベースと前記第１ベースの前
記底部との間に、隙間が形成され、前記第２ベースは、樹脂材料で構成され、前記座部に
支持される受け部と、前記吸込管、前記吐出管、及びポンプケーシングの少なくともいず
れかを支持する支持部と、を一体に有するとともに、防振部材を介して前記第１ベースに
支持されることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　さらに、上記実施形態の構成要件のうち一部を省略しても本発明を実現可能である。
以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
（１）
　底部、及び前記底部の外周で上方に延びる周壁部、を有し上側に開口する箱状の第１ベ
ースと、
　前記第１ベースの前記底部上に配されるポンプ部と、
　前記ポンプ部の上方を覆うカバーと、を備えることを特徴とする給水ユニット。
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（２）
　前記底部上に支持され、その上面に前記ポンプ部を支持する第２ベースを備え、
　前記第２ベースと前記第１ベースの前記底部との間に、隙間が形成されることを特徴と
する（１）に記載の給水ユニット。
（３）
　前記第２ベースは、防振部材を介して前記第１ベースに支持されることを特徴とする（
２）記載の給水ユニット。
（４）
　前記ポンプ部は、インペラ、モータ、及び金属材料で構成され前記第２ベース上に支持
されるポンプケーシングを備え、
　樹脂材で構成され前記第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の一次側に配さ
れる吸込管と、
　樹脂材で構成され前記第２ベース上に支持されるとともに前記ポンプ部の二次側に配さ
れる吐出管と、を備え、
　前記第１ベースは、樹脂材料で構成され、前記第２ベースを支持する座部を一体に有し
、
　前記第２ベースは、樹脂材料で構成され、前記座部に支持される受け部と、前記吸込管
、前記吐出管、及びポンプケーシングの少なくともいずれかを支持する支持部と、を一体
に有する、ことを特徴とする（２）または（３）記載の給水ユニット。
（５）
　前記吸込管、前記吐出管、及び前記ポンプケーシングの少なくともいずれかは、前記支
持部に係合する係合部を一体に備える、ことを特徴とする（４）記載の給水ユニット。
（６）
　前記カバーは、樹脂材料で構成され、傾斜または湾曲する側壁と、前記第１ベースの前
記周壁部に重なる下縁部と、を有し、下側が開口する箱状に構成されることを特徴とする
（１）記載の給水ユニット。
（７）
　前記ポンプ部と前記吐出管との間に、自吸部が設けられ、
　前記自吸部は、
　金属材料で前記ポンプケーシングと一体に構成され、前記第２ベースに係合する係合部
を一体に有する下部自吸ケース、及び前記下部自吸ケース内の空間を仕切る下部気液分離
板、を備える下部自吸ユニットと、
　樹脂材料で構成され前記下部自吸ケース上に組付けられる上部自吸ケース、及び前記上
部自吸ケース内の空間を仕切り、前記下部気液分離板上に連続して配される上部気液分離
板、を備える上部自吸ユニットと、を備えることを特徴とする（４）記載の給水ユニット
。
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